
第 12回 有明地域医療構想調整会議 資料 

玉名郡市の地域医療を担う医療機関・医師の現状 等（令和 5年 11月 1日時点） 

１、令和 5年 11月時点の状況 

 旧玉名市 岱明 横島 天水 玉東 南関 和水 長洲 計 

無床診療所数 28 2 3 1 1 3 1 6※1 45 

有床診療所数※2 6 2  2     10 

病院数 ※3 4      1 1 6 

小計※４ 38 4 3 3 1 3 2 7 61 

 ※１：一つは企業内診療所（地域患者の受診不可） 

※２：有床診の内、専門科有床診４（産科１、眼科１、整形外科１、消化器科 2） 

 ※３：急性期１、回復期・慢性期３、精神科２ 

 

２、平成 25年 10月末時点での状況 

 旧玉名市 岱明 横島 天水 玉東 南関 和水 長洲 計 

無床診療所数 27 4 4 2 1 4 3 7 51 

有床診療所数 12 2  2    1 17 

病院数 5      1 1 7 

小計 44 6 4 4 1 3 4 9 75 
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３、10年間での医療機関減少数（有床診から無床診への変更も含む） 

 旧玉名市 岱明 横島 天水 玉東 南関 和水 長洲 計 

無床診減少数 4 1 1 1  1 2 2 12 

有床診減少数 

※１ 6       1 7 

病院減少数※２ 1        1 

小計 9 1 1 1  1 2 3 17 

※１：4医療機関が閉院、3医療機関が無床診療所へ変更  

※２：玉名地域保健医療センター・公立玉名中央病院が統合しくまもと県北病院に移行 

 

４、地域医療の課題 

① 閉院などの増加 

  平成 25年と比較し減少率は 18.6％。特に旧玉名郡部においては一医療機関の減少は地域にも大きく影響。 

閉院の理由は医師の高齢化、後継者不在、医療 DX等への対応に伴う新たな投資への負担が大きい 他 

② 有床診療所の減少 

  平成 25年時点と比べ、150床以上の病床が減少、無床診療所への移行も増えつつある。 

③ 休日在宅当番医療機関数の減少 

  減少に伴い一部地域の当番回数が増加、実施医療機関の負担が増大し令和 3年よりグループを５グル―プから 3グループへ再編 

④ 学校医・産業医の減少 

⑤ 診療所医師の高齢化：平均 61.2歳、5年後に 75歳以上の医師 20名、10年後 75歳以上の医師 30名 

⑥ 人口減少に伴う医療介護福祉の人材の減少、雇用確保の難化。 

 

   


